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その結果、良い農地を得られなかった新規就農者は経営に苦しみ、なかには志半ば
にして離農せざるを得ない人びとも少なくありません。

耕作しやすい優良農地は既存農家に優先され、新規就農者には条件の悪
い耕作放棄地等が回ってくる傾向があります。

土壌の健康状態が不明なまま契約するのは「不透明な福袋」を買うのと
同じです。土壌改良に想定外のコストと時間がかかります。

2025年4月から農地の貸借は農地バンク経由に一本化されましたが、担
当者は土壌データをもたないため、経験や勘に頼らざるを得ず、最適な
マッチングが困難です。





品質の良い農産物を多く収穫するうえでは、土壌の化学性、物理性、生物性をバランスよく整える必要があり
ます。とくに、新規就農者の方の多くのが希望している有機農業や環境保全型農業を進めていくうえでは土壌
の生物性が重要となります。SOFIX（土壌肥沃度指標）は、土壌のエンジンである微生物の数（総細菌数）を
中心に、土壌の生物性を中心に土壌の健康状態を診断し、その改善の処方箋を出すことができる技術です。



SOFIXでは、土壌の健康状態について特A～Cま
で４段階で評価できます。最も重要な基準は何と
いっても総細菌数です。これまでの膨大なデータ
のなかから、畑の場合、土壌中の総細菌数が2億
個/gを下回る（B判定以下）の土壌では、新規就
農者が安定した収益を上げることは極めて困難と
なることが分かっています。

状態総細菌数
（畑の目安）評価

微生物の活動が活発で、栄養
の循環がスムーズ。作物が健
全に育つ肥沃な土壌。

２億個/ℊ以上特A/A

微生物が少なく、栄養の循環
が滞りがち。適切な処方が必
要。

２億個/ℊ未満B/Ｃ

成功の鍵：総細菌数２億個/g



貴社や地域の状況や課題をお
伺いし、土壌診断で何が解決
できるか、具体的なシミュ
レーションをお示しします。

お問い合わせフォーム

30分オンライン無料相談

https://soilcom.net/onlinemtg

https://soilcom.net/inquiry


